
私のゼミナールでは、学生が各自の研究関心に

応じて研究を進めるが、沢山の文献（本）を読む

ように指導する。その際に私のほうから課題図書

を指定することもある一方、学生が自ら図書館に

行って開架図書から本を探してくるように指示も

する。学生が、自分の足で探した本を持参して来

て、それらの中から学生が読むに適した本を私が

選ぶ時、いつも驚かされることがある。それは、

まだ研究を始めたばかりの学生であり、優れた研

究者の名も知らず、専門知識も全く持たない入門

段階であるにも拘わらず、学生が自ら探して持参

する本には、良書が実に多いという点である。

聖学院大学の図書館に良書が多く所蔵されてい

ることも確かなのだが、それに加え、良書が持つ、

人を惹き付ける力もあるように感じる。

私が大学院生だった時、指導教授から、次のよ

うなことを言われた。「本は、著者が心を込め、

命を注いで書いたものだ。だから本には、著者の

魂が宿っている。本は、自分（本）に会いたいと

思っている人、自分（本）の中に書いてあること

に興味を持っている人を、耳には聞こえない声で

呼んでいる。だから図書館では、そうした本の声

が聞こえるように、耳を澄ませ、心を静かにして、

本を探すことが大切なのだ」と。

今日では、図書館の本を探す時はネットを使用

して検索し、購入もネットで注文することが多

い。だが、そんな時代でも、図書館に並ぶ開架図

書をブラブラ見て歩くという行為は、実に楽しい

体験である。専門分野の書棚は勿論のこと、専門

外の書棚でさえも、日頃、不思議に思っていたり

心に引っかかっていたりすることが書かれた本を

見つけることができる。静まりかえった図書館の

開架書棚には、本たちが発する声が、さざめいて

いる。

図書館では、心静かに、本の声に耳を傾け、未

知の知識との出合いを楽しみたい。図書館は、日

頃の生活からの夢飛行をさせてくれる場所であ

る。

（児童学科 准教授）

皆さんにとって、図書館はどんな場所でしょう

か。

本を読む、資料を集める、勉強する、時には寝

るという使い方もありかもしれません。図書館

は、使い方次第であらゆることに活用できる場所

です。

聖学院大学図書館には非常に多くの資料（本の

他、雑誌、映像資料など）があります。３つの学

部と大学院の専門を網羅しているため膨大な量で

すし、そのカテゴリは多岐に渡ります。レポート

を書く際、もっともお世話になるのは図書館でし

ょう。私自身、よく貸出用のノートパソコンや印

刷機を利用しましたし、資料を探すときもまず図

書館をあたりました。試験期間は混み合うので注

意が必要ですが、時間を効率よく使って勉学に励

むのなら、図書館を利用しない手はないのです。

図書館は学ぶためにあるところ、と考えると堅

苦しく感じてしまいますが、図書館にある資料は

勉学や研究のための資料ばかりではありません。

２階には雑誌、新聞があります。そして図書の中

には国内外の作家の著作が多く含まれています。

多すぎて、読んでみたくても手掛かりが無い…と

いう方は今まで読んだことのある作品がある棚へ

行ってみて、その周囲を見回してみると新しい発

見があるかもしれません。図書館にある雑誌は学

術誌が多いですが、２階の雑誌架を見て回り、気

になるトピックを読んでみることも面白いのでは

ないでしょうか。私のお勧めの本はフランスの SF

作家ジュール・ヴェルヌの「海底二万海里」、雑

誌は「ナショナル・ジオグラフィック」などです。

冒頭で、図書館は使い方次第、と述べました。

課題を仕上げるために利用するも良し、新しい楽

しみを見つけるも良し、静かな環境を利用して寝

るも良し。ただ、使い方によってはとても大きな

恩恵を得ることもできます。学生時代に出会う本

は貴重です。図書館は宝の山のようなものです。

そこからどんな宝を見つけるかは、利用するあな

た次第です。ぜひ、自分に合った使い方を見つけ

てください。 （欧米文化学科 ４年）
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